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衝撃電圧波形とその DustFigureの特性(第一報)
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In previous issues authers reported on the Lichtenberg Figures and discussed their 
fea.tures produced from waveforms of the impulse vo1tage， and compared their voltage 
characteristics. But from these figures it is difficult to know the distribution of charges 
on them in detail， and the repetition of experiments is troublesome also. To avoid these 
troubles and also to afford a reference to the research for the elucidation of the mechanism 
of the creeping discharge， the experiment of“Surface Charge Pattern"， the so called 
“Dust Figure" has been carried out. In this paper“Dust Figure" of five kinds of 
waveforms are obtained at several voltages from 5 KV to 50KV， and the process of growth 
of them and the differences between them are mentioned. Comparison of the voltage 
characterics of figures having different wave forms are discusseed also. Figures general1y 
or加 atedfrom three kinds of waveforms; namely steep wave front， wave tail containing 
either unidirectional or both-directional oscillation are c1early distinguished from others. 
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種々の波形を有する歯撃電圧D乾板上に長ける電気映像，思謂 lfelt哨 ergFigureについて
は波形による映像の相違及びその電圧特性の変化等を既に報告した。然し乍ら Lichtenbergは図
形上り電荷の分布を明瞭に知る事が出来ない欠点があり巨乾板を使用する関係上実験結果の処理に
煩雑な千数を必要とするので多数の測定を重ねる事が困難であるo 元来放電関係の実験は偶然因子
に左右されることが多く相当同数む測定を行わないと判然とした結果が得られない場合が多い。そ
とで今まで行った LichtenbergFigureの実験結果を確かめる意味をも含め更には現在行っている
沿面閃絡機構の考察D一助として電荷分布の状態を知るために DustFigure，即ち表面電荷図を用
いて実験を行った次第であるo Dust Figureの利』点としては割合簡単に測定を繰り返すととが出
来ること，適当な大きさのエボナイト板を使用すれば可なり高い電圧までの図形が得られるとと，
及び図形から正負電荷の配置，分布の状態が良く判ることである。その反面湿気の蕗響を受け易い
欠点がある白
実験としては種々の波形の衝撃電圧の全波々形を発生させてこれ等の DustFigureを求め，
乙れ等の Figure([)波形による相違，その生成機構等を考察し，次に各波形について順次電圧を変
化した場合にその Figureの最大の延びととれに対応する電圧波高値との関係即 DustFigureの
電圧特性を各波形について求め比較しその相互間の相違を検討しだ口
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実験装置及び実験方法
電極配置を第1図に示す。 Nは針状電極で真鍋製，直径 1mm長さ 70mm棒状の尖端をとが
らしたものであるD 下部電極 Pは鋼板で大きさは 14.6cm 第 1 図
x14.6cm，厚さ 1mmである。 EはDustFigureを得るエボ m 
ナイト板で大きさ却cmx20cm，厚さ 4mmであるo Dust o N 
FigureもLichtenbergFigureの場合と同じ様に図形の大き 目
さはN-P聞の静電容量の影響を受ける訳であるがPの適当 l E 
t.r..大きさを決定するために予備実験としてPの大きさを(i)
Eと同じく 20cmx 20cm， (ii) 14. 6cm x 14. 6cm Cii)直径 P 
5cm OJ同板の 3種に撰び Figureを求めてみたが (i)では電圧上昇の途中で沿面閃絡を生じて印
加電圧の範囲が狭くなり(ii)では Figureが小さすぎ観察に困難を来すので結局Pの大きさとし
ては(ii)の14.6cm x 14. 6佃 EときめたD
次に Eの上にFigureを得るために微粉末として光明炭及び桧樹脂掛を用いてみたが後者の場
合は極めて薄い Figureしか得られ宇明瞭度に欠けるので正負何れむ極性にも光明炭の掛を使用し
た。掛末を撒布するのに電圧印加前に行う方法と印加後に行う方法があって後者。方が良いといわ
れているが，との方法で実験してみたところ極めて不規則な薄い不鮮明な図形しか得られなかった
ので粉末撒布は常に電圧印加前に行うことにした。撒布方法は予め光明炭を粉砕して微粉末として
これを乾燥後に噴霧器で均一に薄くエボナイト板土に振りかける操にした由
エボナイト板上に Figureを求める時に前の実験c残留電荷を除去する必要があるがとれはそ
の都度温湯で洗浄し乾燥すれば十分である。殊に粉末を電圧印加前に撒布するので多小でも残留電
荷があれば!そり時見出すことが出来るから便利であるD
実験時の湿度は低い方が図形は明瞭に現れてよいが土地柄及び設備の関係上仲々難しいので相
対湿度65%-75%OJ状態で実験行をい温度は60C-goCであるD 使用した衝撃電圧全波々形は第2
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図の通り で波頭1I1度度の異るもの①，②，③の 3種，波尾に単一方向の振動を含むもの④，及び、波尾
に正負両方向の振動を含むもの⑤の 5種類とした。とれ等各波形について電圧を 5KV-50KVの範
囲に変化して DustFigur，~ を求め電圧による Figure の変化，波形による Figur・3 相互間の相違，
Figur，=の生成機構等を考察し，更に Figureの最大の延び(針端より図形の枝の中で最も長いもの
の尖端との聞の直線距離)ととれに対応する印加電圧波高値からして DustFigur，三の所謂電圧特
性を各波形について求めて比岐してみた。猶一つのデータを求めるために8枚のFigua~と求めた白
?
全土
'1'ロ 果験
各波形の衝撃電圧の略同じ値の電圧波高値から得られた正樹性及び負酸性の DustFigureを
第3図に示しである口
第 3 図
波形①13KV正図形(1 ) 波形①26KV正図形(2 ) 波形① 13KV負図形(1l) 波形①釘KV負図形 (12)
波形②13KV正図形 (3) 波形②26KV正区|形(4) 波形②13KV負図形 (13) 波形②25KV負図形 (14)
波形③13KV正図形(5 ) 波形@26KV正図形 (6) 波形③13KV負図形 (15) 波形③34KV負凶形 (16)
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波形④10KV正図形 (7) 波形④26KV正図形(8 ) 波形④10KV負図形(17) 波形④26KV負図形 (18)
波形⑤10KV正図形 (9) 波形⑤56KV正図形 (10) 波形⑤10KV負図形 (19) 波形⑤26KV負図形 (20)
C 1) Dust Figureの生成機構について
( i ) 正極性 Figure
正の図形は第4図に概念的に示す通り⑤の波形の場合を除いて三つの部分から成立っているo
これ等を仮りに中心部より順次外側に a，b及び、cと名付ける o a部は針
端を中心として これから放射状に光明炭粉の附督した樹枝が延びていて負
電荷の存在することを示しEその形状も明かに負図形の特徴である羽生状
を示している D 正図形のと の 中心部近傍に現れる負図形の発生過程を考
えてみるに，これは電圧印加の瞬間に出来たものではなくて電圧印加後
正極性放電によって生じた正の残留電荷がそれ自身有する電位によって二
次的に針端に向って放電した結果現れたもの，即正の残留電荷の after
dischargeによ るものと考え られる。 b部は a部の外側にある同形乃至は
え1(仇 :;ri1a-図形
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第 4 図
正極性 Figure
歪んだ円形の部分で薄く光明炭粉が均一に附着していて樟I枝状図形がなくて電荷の少ない範囲であ
るo とのb音sはa部の afterdischargeの結果と して出来た際に現れたものであるD 即針端を中心と
して bの外周より内部にある正の残留電荷群がその持っている電位によって電圧印加後に二次的に
ま十端に放電し僅かの負竜荷が円形状の内部に存在している ものと考えられる。次に C部は放射状に
黒いくエボナイト生地〉 樹投状図形がb部の外周から出ている部分で正電荷の存在を示し叉その図
形の状態も明かに正図形であることを示している。との C部の放射状正図形は本来針端電極の中心
から連続にradialに延びたのであるが印加後に沿けあ正電荷の afterdischargeによって二次的に
a及びb部が現れたので結果的には b部の周辺から正図形が放射状に出ている様に見えるのであ
る。乙の様に正のDustFigureには正及び負の両図形が共存しているがとれは第3図のく1)(2) 
(3) (4) (5) (6) (7) (8)を見れば、良 く判る。
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以上は波頭峻度だけが異る通常の波形①，②，⑧及び、波尾に正方向だけの振動を含む波形④に
ついて一般にいえることであるが波尾に正負振動を含む波形⑤の場合は第3図 (9)(10)に示す通
りこれ等と趣を異にする。
即ち図形の中心近傍の a部に相当す・る場所には針端から幾つかの中む広い花弁状の図形が出て
いて可なりの量の光明炭粉が一様に附着していて負の電荷のある事を示しているo更にこれを電圧
を高くして明瞭にしたのが第7図 (5)である凸この花弁状図形は第3図 (20)乃至は第7図 (10)
の同一波形D負極性Figureと全〈同じものである白そしてb部に相当するものがなくて上述の負
図形の外周から黒色(エボナイト生地〕の正図形樹枝が外方に延び、ている。そこで⑤の様な波形の
生成過程としては最初先宇正極性の第一波で Figureの外周を決定する正図形が中心から放射状に
出来て次D負の第一波で中心部近傍の負図形の大部分が形成されたものと考えられるo こむ波形の
負の第一波の電圧波高値は正の第一波のそれの約50%であるから負の第一波による負図形が正む第
一波で残留した正電荷の酔響で多少大きく延びたとしても元来負図形は正図形より延び難いから中
心部附近の負図形は第一波の正図形の内部に収まることになる。即この⑤の波形の正極性 Figure
の場合も正負両図形が共存している訳であるが①，⑧，③，④の波形の Figureと異り b部分を欠
いているので中心部近傍([)a部に相当す負図形は afterdischargeによると考えるより波尾の負振
動の結果と考えるのが至当で、ある口
( i) 負極性 Figure
負([)Figureの場合も波形⑤を除いて第5図に示す如く a，b及c([)三部分l二分けられる口 a
部は黒い〈エボナイト生地〉樹枝状の正図形で電圧印加後に負の残留電荷
が二次的に針端に向って放電した結果生じたものであるが，その全Figure
中に占める大きさは同一電圧値で比較すると正観性Figureの時より大き
い口乙れは正図形の方が負図形より延び易いことから当然であって同一電
圧 38kvで得られた一例として波形①りE及び負極性Figure第3図 (2)
と第3図(12)を比較してみれば明であるob部は異円形の薄い光明炭粉が
一様に附着した部分で負電荷の afterdischargeに関与した範囲を示して
いるが光明炭粉の濃度は正極性 Figureのb部より濃く，且その面積(同
第 5 図
負極性 Figure
の直径)の全 Fi田lre中に占める割合も大きい白前者については印加電圧が負極性であるから負電
荷の afterdischarge後に告いても猶相当の負電荷がb部に残留することを示している。後者の理
由は a部の正図形が正極性Figureのa部の負図形より延び易く従ってその影響範囲である b部の
面積の金負極性 Figureに占める割合も大きくなると考えられるo C部は羽毛状に光明炭粉が附着
した負図形でb部の外周から外方に放射しているD
波形①，②，③，④の DustFigureは上述の様であるが波尾に正負方向の振動を合む波形⑤
のFigureは全く異った様相を呈している口第3図 (20)，更に電圧を大きくして明瞭にした第7図
(10)に示す如く中心の針端からいくつかの巾の広い花弁状の光明炭粉が附着した図形が出来てそ
の外周は或る巾を持った黒いくエボナイト生地〉パンドで固まれている。花弁状の部分は光明炭が
均ーにかなり濃く附着していて負の電荷の存在するととは判るがその内部に極性を判別出来る様な
図形の有無も明瞭でないし又外周のパン下状の部分も果して全然電荷がないのかどうかも判然とし
ないりで光明炭と反対極性の負に帯電する硫黄掛を用いて同様な実験を行ってみた。その Figure
が第7図 (11)で全体の形状は光明を炭使用した時と同じであるo 乙の図から判る様に花弁状の中
心部近傍の図形む内部は針端から黒いエボナイト生地〉樹枝が延びさらにとり枝から羽毛状の黒い
図形が出ていて明にとむ花弁状図形が負図形であることが判った。更に外周のパンドは硫黄を用い
た場合も黒< (エボナイト生地)現れているので光明炭粉を用いた実験と相侠って結局とむパン下
6 !福井大 学工学部研究報告第6巻 第1・2号
状の部分には電荷のないととが判明した。
次にとの様な波尾に正負振動を有する波形の負極性 DustFigureの生成過程は次の如く考え
られる。第6図に示す通り波形⑤の負の Iの電圧で同図 (1)の負極性 Figureが出来る。そ して
負の電荷がエボナイト板上に残留するD
次に正の電圧波Eによる streamerが針 鰍 ι (徐ヘ ~5..:.~\ 
n 50% ~1句 、Y". 1;. VI "i<-， ..-:i ~屯 ;三、
端から外方に進展する。との波形の正の L よ四島 (だ61[)〈れどとャ
電圧波Eは負の電圧波 (1)の約50%の 寸I~~-" 伏~切川.> ¥;Y十引)
大きさである由正の…一 凡 戸h 川戸ν1!~~~1~~~~::
ー η 司十 \~/号E街のない
のそれに比べて延び易いとと，更に負の 1 1ω% 2 一 一歩 3 
電圧波Iによる負の残留電荷の作用が加
って (1 )の負図形上を進んでこの正の 第6図 波形⑤の Figureの生成過程(負極性)
streamerの尖端の正電荷が前から存在する負の残留電桁と中和する点で停止しととにパンド状の
電街のない外周部を形成するD 第6図 (2)にとれを示す通りで内部には正の残留電街が存在する
ととになるo 次lこ負の電圧の第二波I[によって 6図 (2)の正の残留電荷上を負の streamerが進
んで負図形が出来る。との負の電圧第二波亜の大きさは負の第一波Iの約30%であるからだとえ正
の第一電圧波Eによる正の残留電圧の作用があったにしても負の streamerの延び難いこと も手伝
って現れる負図形は先に出来た外周のパンド地帯を越えることはなくてその内部に収まるととにな
る。以下との波形⑤には引続き正及び負の振動があるがそれ等の波高値の減哀が相当大きいのでと
の波形の DustFigureは今考えた1，1， I[程度の電圧で、大休定まるも のと考えられるo 猶この
Figureの外周の凸凹の数即ち花弁の数と波尾に含まれている振動の数とは何らかの関連性がある
と思われるが実験に使った波形では振動の数が多く且その減衰がはやいのでどの振動までが有効に
図形上に現れるか明瞭でないので何ともいえない。もっと振動の少ない波形で実験してみて関連性
を縫かめる積りで、いる D
CJIJ 各波形の DustFigure 
について
5種類の波形の Figureの形
状， 特徴及び相互間の相違等につ
いて観察すれば次の通りであるo
( i ) 正極性 Figure
波形① (Ox40)μs急峻波
波頭が直立に近い急峻波形の
Figureは 8KV-5οKVの全電圧
領域に沿いて第7図(1)及び第
3図(1)， (2)に示す如く a，
b， cの何れの部分も円形になり
且 C部の枝は規則正しい放射状を
なして延びて いるD 即乾板上の
Lichtenberg Figureと同様にと
の Figureを用いて可なり広い範
囲の電圧測定を行うととが出来る
とと を示しているo (後述の電圧
特性参照)
第
( 1 )波形①38KV正図形 (2 )波形②38KV正凶形
(6)波形①38KV負図形 (7)波形②42KV負図形
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波形② (1 x 40)μs標準波
印加電圧K8V--26KV位の範囲では第図(3)， (4)の如くb，c分の部は何れも略同形である
がa部は負図形であるから電圧の上昇と共に形'が円形からくす=れて来ると と第 7図 (2)に示す通
りである o 更に電圧を上げると第 7図 (2)の様に C部の正図形の放射校も乱れて処々に局部放電
の図形が現れ外周は円形でなく怠るo 即ちとの波形では精々26KV位までが電圧測定に利用し得ら
れる範囲であることは後に電圧特性の項で述べる通りである D
波形⑧ (6x 40)μs緩頭波
との様な緩頭波のFigureは第3図 (6)及び第7図 (3)で判る様に b部は実験を行った全
電圧範囲で略同形になるがa部は勿論 C部も比較的低い電圧 13KV位から既に円形からはすτれ放射
状の図形から更に樹枝状の図形が延び40KV位になるととれに更に局部放電の図形が加わるととは
波形②と同じであるが C部の外周の歪みはこれより著しい。
波形④ (3x 40)μs波尾に正方向振動を含む
との波形の Figureは第3図 (8)の如く 26KV位までは a，b， c何れの部分も略同形に現
れ C部の正図形も放射状に出ている。更に電圧を上げてゆくと第 7図 (4)の如く C部は多数の樹
枝状図形となりくやれて来るがその歪みは波形③よりは小さくて梢波形②と似ているo 波頭峻度丈
を注目すれはこの波形は 3μsであって 6μsの波頭を有する波形③より 1μsの波頭を有する波形②
に似た Figureになるのは当然といえる口猶波尾の正方向の振動は Figureに顕著な特徴となって
は現れて来なし、。
波形⑤波頭 3μs波尾に正負振動を含む
前項 C1 Jの正極性 Figureの生成機構にゐいて述べた通り中心部近傍に幾つかのけ;の広い花
弁状の特徴ある負図，その外側に樹枝状の正図形が現れているのは第7図 (5)で良く判り他の波
形の Figureと明瞭に判別できる。 叉と の波形の Figureの外周は第3図 (9)に示す通り低い竜
7 図
(3)波形③42KV正図形 (4)波形④42KV正図形 ( 5 )波形⑤42KV正凶形
( 8 )波形③38KV負図形 (9)波形④42KV負図形 (11)波形⑤42KV負図形
8 福井大学工学部研究報告第6巻第1・2号
圧の時から既に円形からはす=れて歪んでいる。乙の波形の波頭は3μsで波形④と全く同じであっτ
波尾の振動が前者は正負方向，後者は正方向丈という点が異るのであるが得られる Figureは全然
趣を異にしていることからして単一方向の振動と両方向の振動の相違が Figureに大きな事響を与
えているととが貼るロ
以上各波形の正極性 Figureについて述べたがこれを要約すれば次の通りである D
(イ)直立に近い急峻波頭を有する波形の Figureは電圧の高低に拘らすτa，b， c何れの部分も
円形となり c部は整った放射状図形となって他c後頭波々形及び波昆に振動を含む波形の Figure
と区別出来るo
(ロ)波尾に正方向振動を含む波形の Figureにはその振動の影響がはっきり現れないのでとれを
合まない波形の Figureとむ判別は困難である白
判波尾に正負振動を含む波形の Figureは，電圧の低い時から既に円形からくす=れ且その中心
部近傍に特徴ある負図形が現れるから他の波形の Figureと明瞭に区別出来る。
(ii) 負極性 Figure
Lichtenberg Figureと同じ様に負の Figureは正の場合より小さい凸然し Figure自体は正
極性の時よりも明瞭に現れる。一例として第3図の (3)，(4)を比べるとよく判る。
叉b部む全図形に占める割合が正極性Figureに比べて大きい乙とは前に述べた通りである。
波形① (Ox40)μs急峻度
第3図(11)， (12)及び第7図 (6)の如く全電圧領域に亘って Figureのb部は大体同形
であるがc部は円形の負図形となるのは 26KV位まで，更に電圧が高くなると形が歪み3SKVを越
すと局部放電図形が出て来ることが第7図 (6)からわかる。従って負の Figureの時には正の場
合より電圧測定用として使用出来る電圧範囲は狭く粕々 26kv位までである口
波形② (lx40)μs標準波
第3図の (14)様に 25KV位。電圧で Figureの b，c部は著しく歪み40KVを越えると第7
図 (7)の如く C部に局部放電形がみられるロ中心近傍の a部は正極性 Figureのそれより透かに
大きく明瞭である白
波形⑧ (6x40)μs緩頭波
Figureは第3図(16)の如くその乱れは波形①，②より更に著しく a部の発達もこれ等に比
べて大き 30KV以上では局部放電図形が発生するo
第一表 電圧波高値と Figure
7.5o-goC 
第二表 電圧波高値と Figure
室温 7.5o_goC 
( i ) 正極性 Dustの特性第8図 (1)
衝撃電圧波形とその DustFigureの特性(第一報) 9 
波形④ (3x40)周波尾に負方向振動を含む
第3図(18)に示す様に Figu白は波形①乃至は②に似ていて C部分の負形も積整った感じで
あるo 正極性 Figure([)場合と聞くと波尾の負方向振動の膨響を見出すことは困難である。
波形⑤波頭 3μs波尾に正負方向振動を含む
〔工〕の(ii)項 Figureの生成機構で述べた様仁会電圧領域を通じて第3図 (20)，第7図
(10)で判る如く特異な Figureである。との花弁状図形の弁の数を確かめる積りで電圧を42KV
一定として繰り返し実験を行ったところ何れも相似た図形で花弁C数は 9個であった凸然し波形に
含まれる振動の数が多く減衰も大きいので先にも述べた通り振動数と花弁の数との関連性は確実に
はつかみ得ない。
以上負極性 Figureについて述べたがこれ等をまとめると次の通りである口
何)波頭急峻度の極めて大きい波形①の Figureは正極性の時と同様に a，b， c何れの部分も
同形で羽毛状の負図形も整然としていて他の波形の Figureと区別するととが出来る。
(ロ)波尾に正負方向の振動を含む波形([)Figureは特徴ある形状を示すから明瞭に判別出来る D
又花弁状図形む弁の数と振動の数には相関々係がある様に思われる。
付緩頭波形の Figu陀は乱れが著しいが低い電圧の時には急峻波頭のそれと区別するととは難
しい。
件)波昆に負方向振動を含む波形の Figureの特徴は判黙と現れたい。
C J[) Dust Figureの電圧特性について
前項に告いて各波の DustFigureの特徴，相互間の相違等について述べたが乙れを更に他
の面から調べるために各波形([)Figure CD電圧特性を求めて比較してみた。即以前に報告した
Lichtenberg Figureの時と同様に衝撃電圧波高値を順次変化しこれに対応する Figureの大きさ
との関係を各波形について求めた。大きさとしては Figureが同形の時は半径をとれば良いが一般
には不整形となるので中心から一番長く延びた図形の尖端と中心と白直線距離をとった。同一電圧
で8回実験を繰り返しとれ等の平均値をもってそり電圧に対する Figure([)延びとした。測定電圧
範囲は 7KV-50KVで LichtenbergFigureの場合より広い域で特性を求めるととが出来た。 5種
類白波形で正極性及び負極性について測定した結果は第一表及び第二雫に示す通りで特性曲棋で表
せば第8.図(1 )，第8図 (2)と紅り前者は正極性で後者は負極性である。
の延び正極性の場合
@ 
湿度 65ガ-75%
の延び負極性の場合
湿度 65%-75芦
振動をこ含む波形④及び⑤は暫く措き波形①，②，⑧の特性を比較してみると電圧が20KV位ま
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正極性
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3 では延びの大きさの/1国序は①，⑧，⑧即ち波頭の急峻度
む!I置で先に行った LichtenhergFigureの特性と同じで
Toepler氏の式に符合するo 且波形①と⑧の特性は略直棋
であるD 更に電圧を上げてゆくと①の特性は依然として
linearであってその傾斜 (dl/dv) も小さいりに反して②
及び⑧の延びの増加， RP特性の傾斜は大きくなり特に⑧に
告いてとの傾向が著しく 40KVを越すと延びの大きさの順
序は波頭峻度の大きさと逆の⑧，⑧，①の順となる。と
の原因は CIJ項で、述べた如く急峻度①は全電圧領域を通
じてその Figureは略円形に現われるのは 20KV位まで，
10→EfiEJ波品 団側〉 これを越えると不規則な局部放電図形が発生する結果であ
第8図(1 ) 
るo 延び、の大きさの順序が波頭急峻度の大きさりJI慎①，②p
⑧である範囲はこれ等の Figureが皆円形を保っている領
Dust Figureノ電圧伸ピノ関係
域に相当する訳である口猶特性む略linearの範囲は急峻波
形①では実験に用いた電圧の全範囲5KV-50KV，標準波形⑧では 5KV-30KVでこの領域では電
圧測定の目的で Figureを使用出来る。緩波頭⑧は低い電圧の時から既に non-linearの特性を示
すので測定用に Figureを用いるととは困難であるo
次に同じ 3μSC[)波頭を持ち波尾に含まれている振動丈が異る波形④と⑤の特性を比較すると正
方向振動を含む波形④の方の Figureの延びの大きさが正負両方向の振動を含む波形⑤のそれより
相当大きいととが判る。乙の理由とするととろは第3図 (8)と第3図(10)を比べてみると諒解
される如く波形④の Figureの方が波形⑤よりも局部放電を生じ易いからであって波尾にある正振
重力がζD局部放電の生成に何等かの形で寄与している様に考えられるo 猶図から明らかな様に波形
④C[) Figureの延びが 20kV位から上では他の総ての波形のそれよりプえいということはその波尾の
正振動が Figureの延びに大きな影響力を有しているととを裏付けるものである口先に発表した
Lichtenb町 gFigureの電圧特性に告いても波形④の延びが他の波形のそれより大きく本実験の結
果と一致している。
( i) 負担性 DustFigureの特性第8図 (2)
正極性Figureに比べて総ての波形のFigureが小さい
ととは当然であるが各波形の特性相互間の関係位置は第8
図 (1)と (2)を比較すると非常によく相似関係にある
(mm) 
1曲
ζ とが判る司特性の一般の傾向としては30KV位までの電 最
+曲
圧の範囲ではその傾斜dl/dvが緩慢で、あって負極性Figure + 
の大きさは正極性のそれより可なり小さいが更に電圧を上 均曲
げてゆくと傾斜は急に大きく左って負極性 Figureの大き ? 
さ(延び〉は正世世のそれに接近して来る口 ζの原因は電 ↑ 
圧が相当高くなると正，負イ可れむ極性の Figureにも局部
放軍図形が現れて来るがその程度が第3図に見られる如
加
く負極性の方が甚しいからである口その他急峻波形①C[) 0 
Figure C[)特性が略 linearでその傾斜がゆるいこと，波尾
に負方向振動を含む波形④の Figureの延びがあKV程度
3 
負極性
10 20 30 40 50 (KVi 
-→印加電圧;皮高値
第8図 (2)
以上では他む波形と比べて最大であるとと，波頭を同じく Dust Figureノ電圧仲ピノ関係
して波尾に含まれる振動だけが異る波形④と波形⑤を比べると④の延び白方が相当大きいこと，等
衝撃電庄波形とその DustFigure ([)特性(第一報〉 1 
イ可れも正極性 Figureの特性と同じである。
結
??
5種類の波形り衝撃電圧をえらびその等の DustFigureを種々の電圧のもとに求めて波形の
Figureに及陪す影響を Figureの形状，電荷の分布状態等の比較とその電圧特性相互間の相違の
二方面から検討した。 Figureには何れの波形の場合にも単極性む時は afterdischageにより，又
異極性振動を含む時はその振動によって印加電圧極性と反対極性の図形が中心部近傍に，これの外
側に同極性図形が現れて両極性図形が共存する形態をとるo
Figureを詳細に観察する急峻波形①の Figureは正負両極性ともいい電圧の領域で整然とした
放射状の円形となること，波形⑤は特異な花弁状図形が生中るととからしてとり両波形は他の⑧，
⑧，④の波形の Figureと見分けられる。然し標準波形⑧，緩頭波形⑧及び、波尾に同極性振動を含
む波形④Q)Figureは観察した丈ではその判別が困難で、ある。次に各波形の Figureの電圧特性は
正負両極性とも特性相互間D関係位置は相似であって振動を含まない①，②，⑧の波形について
は Figureが略円形に現れる約20KVまでは延び、り大きさの)1贋序は波頭i峻度の大きさの)1贋序と一致
するが更に電圧が高くなるに従って波頭峻度の小さい波形の FigureQ)方に局部放電図形の生守、る
度合が強いので40KV位以上になると延びの順序は反対に③，⑧，①となる。各波形の特性から
して波形①は略直視でその傾斜が緩く，又波形④は他の波形の比べて延びが一番大きいととからし
て他白波形と見分けられるが波形②，⑧，⑤はその特性が似ている白で識別はむ十、かしい。結局
Figureの観察及びその特性の両方からして波形①，④及び、⑤は判別出来るが波形②及び③は他と
区別しにくいととになるロ猶 DustFigureは主として印加衝撃電圧の波頭でその形が定まるもの
と考えられているが波尾に振動を含む波形では本例で見られる如く同ーの3μsの波頭で波尾の振動
丈が異る波形④と⑤D形状，電荷の分布状態，電圧特性が非常に異っているととは注目すべきであ
る白波尾の影響に関しては更に裁断波衝撃電圧の DustFigureを求めて比較す'る必要があり引続
き実験を継続中である D
終りに本研究に対し終始御指導御助言をこ賜った日本大学稲田教授に深く謝意を表する次第であ
る。
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